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「深い海」… 空間的用法

「深い悲しみ」… 非空間的用法

池上（1975：244）、籾山（1995）

空間における具体的な対象に対する表現が、抽象的な対象に対する表
現に転用されることは十分に考えられる。

→ 形容詞「深い」も、その意味が空間的用法から非空間的用法に拡張

していると考えられる。

「深い」の先行研究

・ 国広（1982）：空間的用法のみの意味を記述。

・ 西尾（1972）、飛田・浅田（1991）、小出（2000）：空間的用法と非空間的

用法の複数の意味について分析、記述。

→ 「深い」の複数の意味間の関係について詳述している先行研究は、

管見の限りでは見当たらない。

本発表では、「深い」の意味分析を通し、「深い」が空間的用法から非空間
的用法へ意味拡張する場合の動機づけについて明らかにする。

空間的用法
意味①＜水平面から＞＜鉛直方向に＞＜内部へ向かう距離が＞

＜大きい＞＜さま＞

（1）献立を考えて中が見えない深い器を使い、一人だけ料理が違
うと悟られないよう家族の食卓を支えた。

（『朝日新聞』2014年10月25日夕刊 聞蔵Ⅱビジュアル）

（2）メガマウスの捕獲は記録が残っているもので世界で58例目、
日本では17例目で県内では7例目。
昼間は水深100～200メートルの深い海にいることが多いが、夜

はエサを求めて水深10～20メートルまで浮上するという。
(『朝日新聞』2014年04月21日朝刊 聞蔵Ⅱビジュアル)

（3）しかし、デンマークのヨハンネル・シュミット博士は、20年
以上も調査し「ヨーロッパウナギ」の産卵場所を探り当てました。
その場所は、大西洋のサルガッソー海の水深4000ｍよりも深い海
底でした。 （NLT）

(1)～(3)は、「深い」によって焦点化される要素が異なっている。

意味④＜夜や季節（特に秋）が終わりに近い＞＜さま＞

（7）秋も深くなると、がらんどうの劇場内は寒くて震えるほど
だった。 （『朝日新聞』1991年12月23日朝刊 聞蔵Ⅱビジュアル）

意味⑤＜眠りに関して＞＜容易に目が覚めない＞＜さま＞

（8）第三に、安楽死の最も有力な代替案となり得る鎮静は、（中
略）麻酔薬の使用により、うっすらとした眠気から深い眠りまで人
工的に意識水準を下げる治療方法である。

（『朝日新聞』2015年06月04日朝刊 聞蔵Ⅱビジュアル）
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先行研究と本発表の目的

意味分析

非空間的用法
意味②＜物事に対して生じる気持ちに関して＞＜持続的で＞＜心の底

から感じるほど＞＜その程度が強い＞＜さま＞

（5）かおりが次々に起こる症状に苦しめられ、読者までもが苦し
くなるが、あきやまの深い愛情が読んでいて救いだ。

（『朝日新聞デジタル』2014年06月13日 聞蔵Ⅱビジュアル）

意味⑥＜色が＞＜暗く＞＜好ましい＞＜さま＞

（9）深海をイメージした深い青色のガラスに銀箔（ぎんぱく）を
練り込んだ石「深海ブルー」を約２年前に開発。

（『朝日新聞』2013年09月05日朝刊 聞蔵Ⅱビジュアル）

「深い」の空間的用法から非空間的用法への意味拡張の動機づけは
次の2通りあることが明らかになった。

①空間的用法における「容器」のイメージスキーマの〔中身〕ある

いは〔位置〕への焦点化との類似に基づき、メタファーによって

拡張する場合

②「深い場所」のフレームに基づき、メトニミーによって拡張する

場合

まとめ

【主要参考文献】池上嘉彦（1975）『意味論』、大修館書店／国広哲弥（1982）『意味
論の方法』、大修館書店 ／栗木久美（2017）「形容詞「深い」の意味拡張の動機づ
け」、『日本認知言語学会論文集』17、pp.16‐28／小出慶一（2000）「次元形容詞の空
間的用法と非空間的用法」、『群馬県立女子大学紀要』21、pp.1-13 ／西尾実（1972）
『形容詞の意味・用法の記述的研究』、秀英出版／飛田良文・浅田秀子（1991）『現
代形容詞用法辞典』、東京堂出版／籾山洋介（1995）「多義語のプロトタイプ的意味
の認定の方法と実際 ―意味転用の一方向 性:空間から時間へ―」、『東京大学言
語学論集』14、pp.621-639 ／籾山洋介（2001）「多義語の複数の意味を統括するモデ
ルと比喩」、山梨正明他（編）『認知言語学論考』No.1、ひつじ書房／籾山洋介・深田
智(2003)「第三章 意味の拡張」、松本曜（編）『認知意味論』、大修館書店

【実例出典】朝日新聞記事データベース 聞蔵Ⅱビジュアル
(http://database.asahi.com/library2/) ／NINJAL-LWP for TWC (NLT)
（http://nlt.tsukuba.lagoinst.info/）
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意味②③の「深い」は、「容器」のイメージスキーマb〔中身〕に
焦点が当たっていることに類似し、意味⑤は心の中の感情を中身と
みなし、その程度が大きいことを、意味⑥は時間的経過の中の意義
のある事柄を中身とみなし、その積み重なりが大きいことを「深
い」と捉えるメタファーによる拡張である。
意味④⑤の「深い」は、「容器」のイメージスキーマc〔位置〕に
焦点が当たっていることに類似し、意味⑦は夜や秋の終わりに近い
時点（位置）を時間的範囲の中の位置が深いと捉え、意味⑧は、
「容易に目が覚めない状態」（位置）のことを眠りの状態の中の位
置が深いと捉えるメタファーによる拡張である。

意味⑥は「深い場所」のフレームに基づき、「場所」を表す「深
い」が、深い場所の「色の状態」を表すこともできると言う同時性
に関するメトニミーによる拡張により、「深い」が暗く黒っぽい色

を表す。

意味③＜時間的経過の中に＞＜意義のある事柄の積み重ねが多い＞
＜さま＞

（6）ニューイングランドの首都とも言われるボストンはイギリス
から来た清教徒たちによって作られた街です。1770年にはボスト
ン虐殺事件、1773年にはボストン茶会事件が起こり、アメリカの
独立革命のきっかけともなったと言われています。
そんな深い歴史がある一方、学問の都としてもその名を知られて

います。 （「GO!★AMERICA ANAマイレージクラブ」NLT）

メタファー

メトニミー

（4） a. 〔容器〕を焦点化：深い（器、谷、穴、…）

b. 〔中身〕を焦点化：深い（海、川、泥、…）

c. 〔位置〕を焦点化：深い（地層、海底、地下、…）

a.〔容器〕 b.〔中身〕 c.〔位置〕
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「容器」のイメージスキーマ（イメージスキーマ変換）

深い海（あるいは深い海の底）などは光が届かず暗いという身体
経験 ⇒ 「深い場所」は暗い

「深い場所」のフレーム
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